





わつしょい！ ひとが 生きてゆ 
く*ひとが ^まる' そこに#がぅ 
まれる。それは 「 W/V なの」 ゆめ 
だ。陣害のあるんも、ない入も、 
いのち燃やした#の一日。ノ —マ 
ラィゼィシヨンに ft 打ちされたこ 
の R •作詞も作曲も全てオリジナ 
ルで布民会»のステ|ジが«»し 
た、去年につづく 2nd コンサー 
卜。 咲け、 咲け、 桧 一 »! 


「海の向うの街から J 乎石和之くん 


断•々と«いつづけた好«好 



中*太くん a 『大きな X の 
鷗た* b よ， i を$つたりと歌う 


「この街で生きたい」内田哲却くん 

















1990 -5 -1 (月丨回発行) 


月刊 ♦ えくてびあん-立 JII と語ろう • 立 ill に生きよう 


通巻 70 卷 


真如苑だより 


れにの場がうた緝の町のな 
るど立が感ぃ。の歴 t 集で錦 
こん川もじう立人史ぃ会語町 
となをたら一川び 4 ■•うがろ公 
だに，れれ君のとを身設う民 
ろ役說たる2各て探近け今館 
う立むら話3町にろから音で 
かつケ 


あなたの脈に 


立川 

止しつ a* イ 》j k つ；^ゥ百 v „ 

< 1 ewi' こ'24,51 i •ん ます 



いつも、 

暮らし tKKAo 

永ぃおっ$あぃをん uj に. 
竹さまのを 
お Tf ムぃ Li す. 

$焰王錤行 


5月27日0 

ゴミ滅通化キャン 
ベーンの一班 

「ゴミ0運動」 

ifcfr ：み地城にて 

年前8:0〇朗姑 
楽详 I くは 

«2rs-21U 

人11さんまで 


5月13日日 

「すわつ祭音楽会」 

会場:中央公民館 
時問：13時〜16時 

♦び L 〈は 
021-2773 
VH4 さんまで 


「英1い刃月の巴罡」といぅ 
In いシヤンソンがあり i す • 

マ D -1 エがァヴェ - I ューに咲 
誇り—翊にやさしいあのそ 
ょ柢。シャンゾンに肷われて 
いる「知にやさ L い」そょ M 
は、この化川にも。 

五月の典如苑へ•どぅぞ* 

■ u^. 5 n 15 Hg 

や後2¢-4净 


■御本 »、*如 
卞：物館をは： j め 
として映碑など— 

盛〇だくさんの 
ms . が I てござ 
います'* 

m きます- 

■お 中し込みは「えくてびあ 
ん•コンパニオン」<私这を子 
渡 I てくれた人> へ， 



新たに彫刻が出来た 

A 然の大いなる E 吹とともに、 
地域文化キ—ステ—シヨンとも云う 
べき公民館に， 



立川八+阽りに、幸公1£館が靳た 
に健てられ*,«松町に住む钢板 izL 
形家•赤川政 rtl さんにょる「大き 
なけやき」と班された阼品が溫か 
れ'地域に暖かな笑みをあたぇた。 

また、柴崎町 I 丁目にある' E ^< 
公民 ftjcu , ステンレスとブ t } ン 
V の案： T を組みべ n " わせ、未来的な 
#りする r 来米への窓—夢」(中 gr 
一雄•作> がぉ目兒えした • 


^ yi 眞立川 .^ 1 ^のの la 


舎にもブロンズ像 

« A 立川 nl タリークラブ(会 
^• AftAd 氏)は«立されて今 
年が • 十闳年 。 

こ n を rid 念して，立川市(:ブ n 
ンズ像が^蝤されることになつた'* 
蜍 AA は 4: T 10 C 2 •食木市 ix : と K 
作 •» の tftpT - 津 f さんによつてお 
こなわれ，口—タリ—クラブ ra 係 



«がつめかけ 
るなか，相手 
のぅち<:ブ〇 
ンズ ft 「長衣 
の女」がおめ 
みえ _ 

宵木 IITft は 

「こんな1:索明らしい像を本马に 
ありがとぅ • ■ IfiEt 一 猪に永く愛 
でていきたい」と谢辞を述べた" 


I 立川クイズ ■ 

いよいよ•伦滿 W の卞節をむか 
えま，した® 

立川の^は「0やき J •そ I て* 
川の花は「こぶし」であることは、 
よく知られております* 

この他に，6»想が rfli の花 J 
と I て定められております*次 C 
あげるなかで•市の佗と rfl 係ない 
もの^羝は何でしょぅか6 

圃 

すみれ"さくら〇サルビア • n 


スモス•さざんか•すいせん。 

〔4月号の答 J 先 H 号では，立 
川の方 a の灾例をあげてみました。 
設問は 3 H 号をご e ください。 

「并上さ4の家では，やのあさつ 
て <323後》の.淑訪轉社のお祭り 
に* |家， V ろつてお#りに行くそ 
ぅだ，あんたも一捃に： t こぅとい 
われた It れど私はどうしよラか t 
考えているところだけど<「ケ川の 
方 IK 」 鈴 木 4 r ft ^ -¥ .*) ll m » T 9 
否 ft <-;5 itr より > 


5 21:のこえを BI く 
頃になると*好充か 
ら思い恐いの w « が 
沏を W かせる。床の 
阳には凍し<钽兜が 
すえられ'%の子が 
南ましく^れと•そ 
れぞれがとくに明ぅ 
月でらあ”まナ。 

さて、今 H の衣紙を ft つてく だ 
さつたのは、«作®:入協会公 ft の 
森水铒さん。大きな11¢と力強く * 
〇 かいタッチは、とても fji 近！ Is を 
あたえてくれる。 

「0本^を! i じめて20年 (1 どに 
なりますか■そ n 以前は油絵を描 
いていました。 なにか、 n 本\ 
の t つてい る^ s .^ 持いぅも 
のと*:！:本！；の持つている材貧と 
がとてもマゾチして，自然に H 本 
㈣ の itf : 界にはいつていき it た n 
U 本^をやっていた，内规の杉想 
もむ/) AA : きいとは忠います 。 J 
二 WS 人遘をはじめ、入* 
文部人 K 埏励 K など•多くの , ifflfi 
を15ている。^-をとるとさに いつ 
も、_而に«哄する人杓の、®妙 
に揺れるそれぞれの^持になり • 

心迷んで描いているという ft さん • 


る*その普.サィモント&ガ|フ 
アンクルは，「明日に架ける橋」を 
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「川を渡るには，垅を架けねば 
ならない•••」とは、毛沢来：通 

銶の一節だが•立川 t 日野の問を 

流れる炙摩川に新しく架けられた 

> r . 口播を渡ると，なるほどと妙に 


J^wif - 



だれが『健常」者なのであろう 
か★十数 f ぇの奈良で「わた相 
" fn ンサ—卜」がおこなわれ•全 
国に拡がりをみせたが，わが立川 
では陣客者という枠を;®雄するこ 
t なく* W 吉のある人も、そうで 
ない人も、削造力に苗むハツラク 
と I た生活を送ることが出来るよ 
う、そのきつかけになるようにと 
「綸 I 緒 j が企豳され、今年は第 
■: 回0のコンサ—卜が実施された 
★実行委奂及の抒〇:俊彦さんは現 
代の II 病のひとつといわれている 
進行性筋無力症で•くる i 椅 f の 
生活。私たちのィンタビューに応 
じてくれたり、桧一緒の閱会挨拶 
を M いていると、 ff 口さんの聡明 
で快活な性格が伝わってくるのだ 
つた。彼の口から、まるで他人ご 
とのように「扭年、確実に進行 I 
ているんですよね」 t いラ S 葉を 
聞いた t きには、思わずぞツとし 
たものだ。今 H の命を稍 I 杯いき 
る。いわゆる陣荠者といわれてい 
る人ほど•この A : 切な人生»||を実 
K しているのではないだろうか ★ 
再び、®常者とは雄を指すのであ 
ろうか。五体 in 足な人間が「«常」 
なのであろうか•載争も犯罪も、 
そのほとんどが「健常」*の手に 
よつてくだされてきた★ちなみに 
辞 S を操つてみた。すると「健常」 
も「«常者」も字引きには败って 
いない，広辞苑をはじめいくつか 
にあたつてみたが•ない Q どこの 
国の s 葉なのであろうか ★»*« 
に後生大事のえくてびあん。 


<■»> 石！# II •小川 M 子一: OJia 年！ fIM 瑁 

山 BS 子 ♦ qcJE 仏嫌田悦芊 
【¥ 11 }天 K-RIT ««|明；田驀名 

X タジオ？ 6 m H 川 IB 本多*» 
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タテマ H の歴史ではなく •自分 
の ft む街の本当の姿をとらぇょぅ 
と『みんなで：热ろぅ今苦物語 4. が 
閉かれ•今回 U 「钸町歴史•自然 
ftm 路を語る」集会 ( 3 B 30 B ®* 
民のつどい支行委貝会の主催》で 
ぁった。 

司会に- IHB 相枝さん、発 a 者と 
して小 Ml 孝さん•柳内 IF . 行さん • 
中岛古広さん，助宫者と L て地元 
で反く学校£をつとめ，社会教育 
委 M もつとめてきた ♦£ 忖収治さん 
をむかえておこなわれた。 

公の進行は、 5 t 1 a 者からボィン 
卜 になる四 

gss 

I _ ぁるぃは* 
i 近あきらか 

実について 
语られてい 
<• 

バ1 •立川段氏 
舞 r ". 堪と矢川. 

H んぼ方に松 全常部， 

朽さん 第 A 天神社 

•ttl 甲州道中•下和田地蔵^•甲 
州道中 ja 檫 i 市川水率 • * 川公® 
•根川綠道抒渡 I の碑•馬頭 
銳世垚莕齷砷 • RW 榇と丸芝館. 
根川•内嘛水卓•芝中延命地葳堂 
•ジブチバブチ •£ 效坂•雨成り 
浏•人 JE 犬. M 御! rf 立場碑•铩川. 
#榊•石田 •« 申塔 * x * 川弁財天 
•矢川自然琛境保全地域•其輪山 



光两寺 • ⑹鄉遺跡。 

これらの内、どのくらいの知旌 
を持ちあわせているだろうか。こ 
の中には坝存しないものもあり， 
現 rf するものと区別されながら、 
克明に地 HI : 示された。本誌でそ 
の地図をスぺースの関係で掲輓で 
きないのは找念だが、会場では地 
«上での解说が坪解を肋けていた 
うえ，仝墦後方に写«椹示がして 
あり•地 ta との照合にょつて押解 
を深めていたょうだ** 

そもそも r 嫌町」の^一命は昭和 
十ヒ年だ t いう解说もあつた。「人 
正天皇御! RP 立場碑」の頃で♦天皇 
は府立二中<«立川商校> の仮狎 
座所を出発、錦旗先導でこの地に 
至り大演習をご覧になられた御 If 
立場で' 町名も下和田•芝中地域 
を通過された！！の W 旗にちなんで 
つけられたとい 5" 


* た餘町は西南方をのぞ' 



写 A を見ながら 1 K £ JVHI 68 する#加者 

盤の目 j のよう1:区两整观がゆき 
届いている。その理由についても 
明らかにされ•集会は溝*を間く 
だけでなく意 a * 换も活兌だった。 


納得した • 

古来から、川の*るところ文明 
が発祥した t チグリス、ユーフラ 
テス川の例を引くまでもなく、私 
たちは学校で g つたものだ。だが、 
今，川のあるところ•交通渋*が 
おこるとあつては，川もジヤマも 

のになる。： nrf 播の交差点は五差 

路になつていて、立川市役所から 

北 n へと統く ia は，1¢性的な渋滞 


になる。その交^ fftis - の W 消をね 
らってつくられたのが立日檐だ。 

まだ、牢線ずつでエ4は完了 
L ていないが，味の両ゎき!:優关 
な姿で水銀灯があかりを灯す • R 
野僑の照明が、カブト虫の角のょ 
うであるのに対 L •立日！ g のそれ 

は嫌のように華やかで•夜ともな 

ると蝶の乱舞が繰り広げられる。 

川を渡るには、まず，！ g を架け 


歌つたが•私たちの明日は、どぅ 

なるか*■立 HI 6 の工事はまだ完了 

L ていない。 < f 弘子) 
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漢字 I 字挿入せよ 


11 

さ^^ 

こ 


選んで 

• をつかむ 

娘みるより 

春をみよ 


• oT # o * flm 期 ：IX ザ^ 

T vr 々锻 
〇 T 0 ^ V ^ 
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if 
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S ! 
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。 Yrr -/ t >^ n?r 
r > 隳今39 C 令 4、 zc . v み 
rv 令^ i . c ^ v «^ r ^ 6 f ^ 
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日常の用を供して半世紀 



蛑出で达を a リ上げる矢鷗さんご一家，（右から）ご生人の遘》さん • 手於がお a さんめヤマ？ん，4代 b を鎌ぐ幸夫 
さん.垅兄*の田中久さん、牽夫さんめ奥さんは《加さん* *雄さんめ奥さんて* w 子さんの扣紙あいあい- 


そいし * I 
Q な粘そ 
うゼ沈が 
L くも t 
と尽 U か 


の CX このい 
簾け。»て 
嚷づぅ物れ 
いつろるさ 
い代あな眯 



家 

我 
















